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みんなで地域づくり事業企画書 

 

団  体  名 四街道マップ活用交流会 

事   業   名 
MAP（Map Action Project） 

～マップ活用による四街道の魅力発信基地づくり事業～ 

目的・必要性 

①市民及び市民活動団体との連携と協働により、四街道の魅力を発見、 

発掘、発信することを目的とした「まちづくり」事業である。 

②四街道の魅力を伝える地図情報の発信基地づくりと Web サイトを構築 

し、行政との連携により、市民に四街道の文化遺産等を伝えていく  

ために必要な事業である。 

③この２年間に発行した四街道の魅力を伝える散策マップは、６種類

に及び、市内 4 か所に設置した「魅力発信基地」（リーフレット棚）

は、市民から喜ばれ順調に活用されている。今年度は６種類各 1,500

部発行、市民へ延べ 6,000 部以上が配布され、四街道の PR に寄与

している。 

④社会教育課との連携により、文化財等の案内板設置場所や老朽化等

を調査・確認し、その情報を担当課に提供して案内板の更改・新設

を提案していくことで、市民への文化遺産等 PR 及び子ども達へ  

郷土の歴史を教育する一手段として必要である。 

⑤コラボ事業終了後、担当課（例えば、産業振興課等）との協働事業

化が必要となる。 

内       容 

１．四街道の魅力発見 

・四街道の魅力コース散策マップの発行（＠１５００部 X６コース） 

・魅力発信コース散策のイベントを２回開催し、子どもから大人まで

毎回４０名を超える参加者した。 

２．「発信基地の充実」と「Web 発信と諸資料の電子化」 

・歴史、文化財、自然、観光などの情報収集と地図作成を行い、市内

４か所に設置した「リーフレット棚」への配架と Web 上での公開・  

更新を実施。資料等の電子化を推進中。 

３．文化財の案内看板調査・確認と提言 

・案内板の設置場所、老朽化、新設などを調査・確認し、結果に   

基づく提言を行う。 

４．コラボ事業終了後の団体運営について検討会を開催する。 

５．今後の課題は、リーフレット棚への地図等の配架作業が頻繁と  

なり、会員の労力に限界が出てきそう。 
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スケジュール 

時 期 具  体  的  な  取  組 

通 年 

①地図等のリーフレット棚への配架とウェブ上発信 

②地域情報、団体情報などの収集 

③ホームページ、フェイスブックの継続 

⑳文化財等案内板の調査と確認及び提言 

 5 月 第１回魅力発信コース散策、散策マップ作製 

 9 月 第 2 回魅力発信コース散策 散策マップ作製 

10 月 第 3 回魅力発信コース散策 散策マップ作製 

1 月～3 月 コース資料追加作成、事業のまとめ 

役割分担の想定 

（団体の役割） 

１．会員の所属する団体や個人のネットワークとスキルを活かした 

四街道の魅力コース散策イベントの実施とマップ資料等の作成 

２．地域情報等を収集し、地図やウェブ上で発信 

３．地図・地域情報等の管理、文化財等案内板の調査・確認と提言 

（市の役割） 

①社会教育課：文化財等案内板の調査・確認と更新・新設の提言 

②窓口サービス課：四街道駅設置のリーフレット棚への協力 

③産業振興課：観光資源、商工会の協力、地図等発行の協力 

④シティーセースル推進課（みんなで地域づくりセンター）：広報関係、

他団体のコーディネート、担当課との調整など 

他団体との連携 

四街道市文化財ボランティアガイドの会、四街道市ウォーキング協会、

ふるさと四街道の歴史学習会、四街道自然同好会、四街道市国際交流

協会（英字版ＭＡＰ作成）、観光まちづくりｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞｸﾗﾌﾞ、四街道市  

ユネスコ協会、歩楽人ウォーキング、愛国学園大学、陶芸家、孔版画

家、みぢかなイラストレーター、イラストデザイナー等 

期待される成果 

①観光協会や産業振興課等の行政の仕事を担う市民活動団体として、

市民へ四街道の文化や魅力等を伝えていく担当課との協働事業への

展望が期待できる。 

②地図等の情報冊子やチラシ発行（含む英字版）と散策コースのイベ

ント等を開催し、市民や子ども達（含む外国人）に市域の自然と  

伝統文化・歴史等を PR することで、「まちづくり」に寄与できる。 

備考 

 １ 「役割分担の想定」のうち（市の役割）は、事業形態がサポート型にあっては、役割がある

場合に記載してください。 

 ２ 「期待される効果」は、数値等を記載してください。 

 


